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1料金見直しの概要

о 今回、需給構造の変化に対応しつつ、お客さまへ安定して電気をお届けし続けるために、自由部門の電気料金を
以下のとおり見直します。

＜主な見直し内容＞

内 容対 象

旧オール電化メニュー等※の電力量料金単価の見直し
※ 主に、2016年４月に新規受付を停止した、季時別電灯等のオール電化向けメニュー

低圧の一部の
お客さま

電力量料金単価の見直し
・季時別メニューの夜間の電力量料金単価の見直し
・昼夜間の区別がないメニューの電力量料金単価の見直し 等

高圧以上の
お客さま

市場価格調整における基準市場価格の見直し
・一定の範囲内では調整を行わないこととしていた調整方法を見直し、毎月調整させて
いただくよう基準市場価格を設定
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o 当社はこれまで再生可能エネルギーの積極的な導入に努めてまいりました。それにより、供給側では、昼間を中心に
再エネ発電の比率が高まっており、また、需要側では、太陽光発電の自家消費拡大や省エネルギー・電化の進展等
により、１日の電気の使われ方が大きく変化しています。

見直しの背景（需給構造の変化）

②

＜1日の電気の使われ方の変化(年度平均)＞ ※24時間の電力需要の合計を100％とし、各時間帯の比率をグラフ化

（時）

3需給構造の変化を踏まえた当社のこれまでの対応

＜ 需給構造変化を踏まえたこれまでの対応 ＞

2025.4…2024.４…2023.12…2020.4…2016.4

低圧

高圧
以上

▲
旧オール電化メニューの
昼夜間単価の見直し

▲
昼間需要創出のため、単価を
昼間＜夜間＜朝夕点灯帯とした
「おひさま昼トクプラン」創設

▲
市場価格
調整制度導入

▲
季時別メニュー
の新規受付停止

▲
「季時別電灯」等
旧オール電化メニュー
の新規受付停止

▲
需給構造変化を踏まえた
「電化でナイト・セレクト」創設
※夏冬/春秋区分、平日/休日区分の新設、

夜間を従来メニューよりも高く設定 など

お客さま影響緩和のため
プラス・マイナス調整基準
を設定

夜間単価上げ、昼間単価下げ
の見直し等

o これまでも、当社は、再生可能エネルギーの導入にともなう需給構造の変化に対応した料金施策を実施してまいり
ました。

料金見直し

料金見直し



4見直しの対象

o 今回の料金見直しの対象となるのは、自由料金のうち、低圧の一部のお客さま及び高圧以上全てのお客さまと
なります。

＜見直し対象の範囲（網掛け箇所が見直し対象）＞

高圧/特別高圧低圧

業務用電力A
産業用電力A

業務用季時別電力A
産業用季時別電力A

他、全てのお客さま

スマートファミリープラン
スマートビジネスプラン 等

電化でナイト・セレクト
おひさま昼トクプラン

季時別電灯
時間帯別電灯
ピークシフト電灯
深夜電力A・B
第２深夜電力

高負荷率型電灯プラン
低圧季時別電力プラン

季節・時間帯によらない料金設定

季節・時間帯別に料金設定
＜2016.4以前に創設＞ ＜2016.4以降に創設＞

5見直し内容（①低圧の料金見直し）

o 低圧のお客さまについては、2025年４月１日から、旧オール電化メニュー等の夜間電力量料金単価を、以下の
とおり見直します。

o なお、季時別電灯は、昼間の時間帯区分が「デイタイム（10～17時)｣と「リビングタイム（８～10時、17～22時)」
に分かれていることから、より適切に需給構造の変化を反映するため、各区分の料金単価を見直します。

＜ 対象メニューと見直しの例 ＞

季時別電灯、時間帯別電灯、ピークシフト電灯、深夜電力A・B、第2深夜電力、
高負荷率型電灯プラン、低圧季時別電力プラン

（参 考）
電化でﾅｲﾄ・ｾﾚｸﾄ
[見直し対象外]

時間帯別電灯季時別電灯

見直し後現在の単価見直し後現在の単価

1,888.80［～10kW］
(-)1,325.441,325.44［～6kVA］(-)1,325.441,325.44［～6kVA］基本

料金
(円) (-)1,842.401,842.40［～10kVA］(-)1,842.401,842.40［～10kVA］

27.63夏冬平日
昼間(-)22.3122.31昼間

１段(▲2.00)33.5735.57デイ
夏季

電力量
料金

(円/kWh)

24.74春秋(-)29.6729.67昼間
２段(▲2.00)27.7129.71デイ

その他季

22.01夏冬休日
昼間(-)33.6133.61昼間

３段(+2.00)26.0324.03リビング

18.61春秋

14.59夜間(+1.32)14.5913.27夜間(+1.32)14.5913.27ナイト

（税込）



6見直し内容（②高圧以上の料金見直し）

o 高圧以上のお客さまについては、季時別メニューの夜間電力量料金単価及び昼夜間の料金区分がないメニューの
電力量料金単価を見直します。

o また、特別高圧のお客さまにつきましては、供給電圧(20kV～200kV）に応じて異なる料金単価を設定していました
が、託送料金に差がないことを踏まえ、同一の単価に見直します。

＜ 対象メニューと見直しの例 ＞
業務用/産業用電力A、業務用/産業用季時別電力A等、高圧以上全てのお客さま （円/kW、円/kWh [税込]）

特 高（60kV）高 圧
時間区分料金区分メニュー

見直し後現在の単価見直し後現在の単価

(-)1,917.551,917.55(-)2,142.782,142.78基本料金
業務用

A (+1.13)15.5114.38(+1.13)16.9815.85夏季電力量
料金 (+1.13)14.6913.56(+1.13)16.0514.92他季

(-)1,917.551,917.55(-)2,142.782,142.78基本料金
産業用

A (+1.13)15.1213.99(+1.13)16.5015.37夏季電力量
料金 (+1.13)14.3313.20(+1.13)15.6114.48他季

(-)1,917.551,917.55(-)2,142.782,142.78基本料金

季時別
A

(-)17.7217.72(-)19.7419.74ピーク

電力量
料金

(-)15.5515.55(-)17.2717.27夏季昼間

(-)14.7314.73(-)16.3216.32他季昼間

(+3.10)14.2611.16(+3.10)15.1712.07夜間

※業務用/
産業用
共通

7見直し内容（③市場価格調整の見直し）

＝ ( － ) ×平均市場価格 ※ 基準市場価格市場価格調整単価 調整係数

＜ 市場価格調整制度 ＞

[毎月変動] [8.22円/kWh]

о 高圧以上のお客さまに導入している市場価格調整について、需給状況をより適切に反映するため、一定の範囲内で
は調整を行わないこととしていた調整方法について、毎月調整させていただくよう見直します。

о これまでプラス調整基準を上回る場合及びマイナス調整基準を下回る場合に調整を行っていましたが、見直し後は
新たな基準市場価格を基に調整を行います。

見直し後現 行項 目

全日・昼間の１か月単純平均値を合成係数 δ で加重

δ１(全日):0.4627 、δ２(昼間):0.5373
平均市場価格の算定方法

8.22プラス調整基準 : 13.00
マイナス調整基準: 06.00基準市場価格 (円/kWh)

0.284高 圧調整係数
(円/kWh・税込) 0.278特別高圧

※ 平均市場価格 ＝ 全日単価 × δ１ ＋ 昼間単価 × δ２
デルタ デルタ

(参 考)

全日単価 ＝ 卸電力取引所が公表する九州エリアにおける全日(24時間)のスポット市場価格の１か月単純平均値
（21日～翌月の20日までの全日単純平均値）

昼間単価 ＝ 卸電力取引所が公表する九州エリアにおける毎日6時～18時までのスポット市場価格の１か月単純平均値
（21日～翌月の20日までの昼間単純平均値）

δ1(全日) ＝ 0.4627
δ2(昼間) ＝ 0.5373 δ1・δ2は、市場調達量及びFIT制度による買取量における全日と昼間の電力量構成比です



8見直し内容（③市場価格調整の見直し）

（参考）平均市場価格の推移

〔円/kWh〕

基準市場価格を
上回る分に対して

調整係数で補正の上
プラス調整

基準市場価格 8.22

基準市場価格を
下回る分に対して

調整係数で補正の上
マイナス調整

2023年4月分 2024年4月分 2025年1月分

（ 14.26円/kWh ー 8.22円/kWh ） × 0.284 ＝ 1.72円/kWh① プラス調整
(2023年４月分)

② マイナス調整
（2023年８月分）

〔高圧の場合〕

（ 見直し後の市場価格調整単価イメージ ）

（ 4.42円/kWh ー 8.22円/kWh ） × 0.284 ＝ ▲1.08円/kWh

①

②

13円

６円

＊23・24年度における「最高」・「最安」の市場価格を基に算定

（見直し後）

9〔参考〕 モデルケースでの料金影響試算

③÷①③＝②-①②①算定条件
メニュー

率差見直し後料金見直し前料金月間使用量契約容量

2.7 ％453 円17,472 円17,019 円610kWh※6kVA季時別電灯

＜ 低圧:季時別電灯 ＞

③÷①③＝②-①②①算定条件
電圧メニュー

率差見直し後料金見直し前料金月間使用量契約電力

7.9 ％6 万円77 万円71 万円30MWh100kW高圧
業務用
季時別
電力A

10.6 ％815 万円8,540 万円7,725 万円4,000MWh8,000kW特高
(60kV)

産業用
季時別
電力A

＜ 高圧以上:季時別メニュー ＞

③÷①③＝②-①②①算定条件
電圧メニュー

率差見直し後料金見直し前料金月間使用量契約電力

5.7 ％3 万円58 万円55 万円20MWh100kW高圧業務用
電力A

6.7 ％77 万円1,227 万円1,150 万円500MWh2,000kW特高
(60kV)

産業用
電力A

＜ 高圧以上:一般メニュー ＞

※ デイ:140kWh、リビング:165kWh、ナイト:305kWh （税込）

＊燃料費等調整単価（2025年1月分[速報値]）は見直し前後の諸元で算定し、再エネ賦課金（2024年度）を含みます



10見直し後料金の適用時期について

＜適用時期イメージ＞

o 低圧のお客さまにつきましては、2025年４月１日から、見直し後の料金を適用します。
о また、高圧以上のお客さまにつきましては、2025年４月以降の契約更改にあわせて、見直し後の料金を適用します。

6～52025.4～2025.3

高圧以上のお客さま

低圧のお客さま

すべての
お客さま 現行料金単価 見直し後の料金単価

4/1に一斉適用

＊ 契約期間は一律年度末まで

・・・ 以後、契約更改に合わせ順次適用

お客さま毎に
契約期間を設定

現行料金単価 見直し後の料金単価

見直し後の料金単価

2025年４月以降の契約更改に合わせて順次適用

現行料金単価

11最適メニュー試算のご案内

o 低圧のお客さまは、会員サイト「My九電」からお客さまご自身で、ご使用実績を基に最適メニューの試算が可能です。
毎月のご利用明細などをWebで確認できる無料サービスですので、この機会に登録をご検討ください。

■ 「My九電」での最適メニュー試算

https://my.kyuden.co.jp/

（「My九電」の概要・新規会員登録）

（ログイン）
https://my.kyuden.co.jp/member/

お客さまのご使用実績を踏まえた料金見直し前後の
料金および最適メニューが確認できます。

■ 当社コールセンター問合せ先

「My九電」の登録方法や今回の料金見直しに関する
お問合せなどは、お住まいの地域を管轄する事業所へ
ご連絡ください。

事業所一覧はこちらからご確認をお願いします。

https://customer.kyuden.co.jp/ja/office/search.html

